
分け，Ｑ＆Ａ方式で疑問に答える読みやす

い方法を採用している。中国農業や農村に

あまり詳しくない読者のみならず，かなり

の専門家でも，これだけ広範な問題を扱う

ことはないので内容的にも参考になると同

時に，必要に応じて，時々ひも解く事典的

な使い方もできる点では便利である。まず

本書の構成を一通り，簡単に紹介すると次

の通りである。

〈改革開放経済下の農業〉という副題の

ついた「農業制度と生産の推移」では，農

業生産の制度的基盤に関わる諸点，たとえ

ば農地制度，農地面積と利用率，一人当た

り農地面積，農業経済合作社，農業機械化

や肥料・農薬の投下状況，青果物や畜産物

の生産状況，農産物貿易など計14問が取り

上げられる。

次いで〈制度の変遷と“格差”是正の実

践〉という副題の「農村制度と農民の暮ら

し」では，戸籍制度の問題点，共産党の役

割と位置づけ，農村の社会保障制度，農村

の義務教育，農民と都市住民の所得格差，

農村の貧困状況，国家財政による農業支援，

農村の都市化政策など計14問が取り上げら

れる。

最後の「人口・食糧・環境問題」には

〈超大国の課題と未来への展望〉という副

題が付され，人口問題，食糧生産，食糧安

全保障，生態環境問題など，計７問でまと

められている。

以上，全体で35の疑問に，回答するとい

う方式をとっている。まず，採用された35

の疑問の妥当性と内容についての感想を述

べると，疑問の数は紙幅の都合もあっての

ことと思うし欲をいえばきりがないが，も

う少し加えていいものがあったように思

う。たとえば，「農地承包（請負）制度下
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中国ではとくに胡錦涛政権誕生以来「三

農問題」が大きく取り上げられるようにな

り，農民や農業についての政策的関心が高

まっている。農村と都市の格差問題への取

り組み，世界各国とのＦＴＡの早期締結を

目論む現政権の意向などを反映したものと

いえる。日中関係という視点から見ても，

両国の農産物貿易は輸出入とも，今後さら

に密接な関係になることが予想される。ま

た中国農村の現状，あるいは今後，中国の

農業生産や農民の生活はどのような問題に

直面するのか，といったことも農業関係者

に限らず日本人全体にとって，目を離すこ

とのできない関心事になりつつある。

広い中国全体の農業・農村・農民の実際

の姿を正確に知ることはかなり困難であ

る。しかも日本人は中国農業に関して先入

観が強く，今なお食料不足の国や得体の知

れない国といった，局地的，一時的な現象

を実態のように思いこんでいる者も少なく

ない。

本書は，中国の農業や農村の現在を知り

たいと思う人にとっては好著であり，また

偏った見方や古い先入観のままにとどまっ

ている日本人の中国の農業や農村観をただ

す役割を担っているともいえる。形式は通

常の論述書ではなく，大きく，「農業制度

と生産の推移」「農村制度と農民の暮らし」

「人口・食糧・環境問題」の三つの分野に

白石和良著

『農業・農村から見る

現代中国事情』



農林金融2005・8
39 - 461

の地代問題」，現在中国政府を悩ませつつ

ある「農民暴動の実情とその背景」，盛ん

になりつつある「農業経営の株式会社（有

限股 公司など）の発展」や「中国農業企

業の海外進出の実態と背景」「緑色や有機

農産物の栽培管理指導団体」「農産物の輸

出と輸入の実態（とくに日本との関連から）」

「農産物の流通・保管施設」「食糧備蓄制度

と備蓄状況」「農産物卸売市場（批発市場）

の実態と機能」「農業生産性固定資本投資

の実態と課題」「都市住民の食卓の変化の

実態」（疑問の一つとして取り上げられている

が実態がやや分かりにくい）などは，評者は

重要と思う。

次に35の疑問に対する回答内容について

であるが，分かりやすく，かつほとんどは，

評者の認識と一致する。なかでも，中国が

食糧問題を解決しつつあるという認識には

賛同したい。ただし，将来的には食糧問題

が顕在化する恐れがあるというのが評者の

基本的見方であるが。なお評者には全体の

回答一つ一つに評価を下す能力も知識も持

たないが，ただ，それぞれの疑問に対する

回答には一部，評者の認識と異なる場合も

ないではないので敷衍したい。

たとえば，農村の民主化について筆者は

かなり肯定的な評価を与えているが，評者

はやはり共産党支配が根強くそれ抜きの権

力機構の成立はあり得ないと思う。その一

つの根拠が村民委員会選挙であるが，毎年

各地の村民委員会を調査している評者の目

には，改善されてはいるが主任選挙や委員

選挙はまだ問題が少なくない。集団経済合

作組織についての箇所は，やや形式的解説

のように思う。というのは，制度的に農地

所有する集団合作経済組織については実体

が乏しいのが通例である。多くの場合は，

村民委員会がいわゆる二枚看板を掲げる実

質的には同じ組織である。これと似たよう

な名称の組織に各種の「農村合作経済組織」

というものがあるが，これは農協的なもの

で，筆者も区別しておられる通りである。

なお，農地所有制度ともやや関連する農地

請負制度についての解説は筆者の指摘する

通りなのだが，農民が請負うものは農地と

は限らず，果樹地帯へいくと，土地ではな

く果木それ自体が請負の対象であったりす

るので一言付け加える方が正確であろう。

農民戸籍を持った者の出稼ぎ（農民工）

で昨今大きな問題となっているのは，筆者

も指摘されている出稼ぎ先での教育問題で

ある。現在は民工の子供が通う公認・非公

認の「民工学校」があり，問題は多いもの

の農村戸籍の子供も教育が受けられ最低の

条件はできつつある。一方，貧困問題につ

いては，評者は640元の「貧困線」自体に

問題があると思っている。貧困者数は毎年

減少し3,000万人を割って改善されつつあ

るという政府見解を，筆者とは異なり，額

面通り受け入れることはできない。

そして最後になるが，本書を読んでいて

やや気になったことは，ほぼ本書全体を通

じて解説の基となっている媒体が新農業法

や土地請負法などの法令であることであ

る。中国農業全体について実態を基に述べ

ることは至難のことなので，欲はいえない

が，もう少し事例や実話を織り交ぜると，

いっそう現実感が溢れる内容になったので

はないかと思う。

――（社）家の光協会　2005年4月

1,680円（税込）238頁――

（愛知大学現代中国学部教授

高橋五郎・たかはしごろう）


